
2019年度（平成31年度）二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（民間事業者による分散型エネルギーシステム構築支援事業（経済産業省連携事業)) 完了実績報告要約版

【事業名】リソル生命の森における郊外型スマートコミュニティー構築事業

（１）事業概要

（２）事業の特徴
• ﾘｿﾙ生命の森は、東京都心から離れた郊外に位置する地域に位置し、ｺﾞﾙﾌ場･ﾎﾃ
ﾙ･医療･住宅等の様々な用途の施設が混在し、ｺﾐｭﾆﾃｨｰﾀｳﾝを形成している。

• 敷地内に設置する太陽光発電(PV)の電力は、自営線の新設と域内の電力ﾈｯﾄﾜ
ｰｸ系統を活用した「郊外型ﾌﾟﾚﾐｱﾑｸﾞﾘｯﾄﾞ」方式により配電する。

• 地産の再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰを地消する設備として、貯湯(蓄熱)型のHP給湯機、EV
を活用した充放電システムを導入し、ｴﾘｱ一体で適正なｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを行う。

（４）事業イメージ

（５）面的利用概要

◇郊外型ﾌﾟﾚﾐｱﾑｸﾞﾘｯﾄﾞ･･･PV計画地から自営線でﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰへ電
力を供給、またﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰで余剰となった電力は、系統ﾈｯﾄﾜｰｸを介
してｺﾞﾙﾌ場へ自己託送することで事業地域内で全て自家消費する。
◇ｴﾘｱｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･･･ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰの既存HP給湯機の活用に加え
て、ｺﾞﾙﾌ場施設へHP給湯機、EV向け充電器など地消機器を新設し、
EMSの制御により、PVの創出電力を地域内で自家消費する。
◇汎用ﾓﾃﾞﾙの構築･･･電気･熱･交通を一体でﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄするﾓﾃﾞﾙを通じ
て、郊外地域における新たな再ｴﾈ普及ﾓﾃﾞﾙを創出することを志向。

◇PVから創出される電力を広大なﾘｿﾙ生命の森内で地産地消するため
に、自営線の新設と既存のﾈｯﾄﾜｰｸ系統を活用して、敷地内に散在する
建物間を合理的に接続し、面的にエネルギー利用を行う。
◇変動するPVの電力は、EMSを用いて、充放電機能を持ったEVの活用、
蓄熱機能を有するHP給湯機の熱製造に再ｴﾈ電力を活用する等、域
内にある設備を一体で適正運用し地産地消に繋げる。

（３）導入効果

• 地産の電気･熱を活用して交通を含めた域内のｴﾈﾙｷﾞｰ自給率を高め、ﾘｿﾙ生命
の森全体の省ｴﾈﾙｷﾞｰ･省CO2を実現する。併せて簡易なBCP対策も講じる

• 本事業で実証するﾌﾟﾚﾐｱﾑｸﾞﾘｯﾄﾞ供給とｴﾘｱ･ｴﾈﾙｷﾞｰ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄにより、汎用性の
高いﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ﾓﾃﾞﾙを構築することによって、FIT制度に頼らない地産地消を前
提とした再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの新しい普及ﾓﾃﾞﾙである。
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主な事業者 リソル生命の森株式会社

事業地 千葉県長生郡長柄町

施設名称 リソル生命の森

面的利用エリア面積 約330万m2

主な再生可能エネルギー 太陽光発電、空気熱利用

面的利用先
ｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ(真名･ｹﾞｰﾘｰ)
日本ﾒﾃﾞｨｶﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ(JMTC)

主な導入設備
太陽光発電1,000kW(PCS)、1,200kW(ﾊﾟﾈﾙ)
ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ(HP)・蓄熱式給湯 6m3貯湯槽×2ｾｯﾄ

事業期間（稼働時期） 平成30年9月～2020年3月(2020年3月稼働）

省エネ効果見込 省エネ量：343kL/年、省エネ率：33.5％


